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鏡 の 中 のPoesie

Mallarmε に おけ る処女の網 目

佐々木 滋 子

1血 のAphrodite

Mallarmeと い う署名の許に一括 され る以下 のtextesを 我 々はここでば

Herodiadeと い う未完 の作晶を構成す る諸部分 として読 んでゆ く.こ の よ うな

lectureを 我 々に許す ものは そ こである特有 な現われ方をす る一連の形姿一

一処女一 であ る.textes全 体 の共通項 とな ってlectureを 導 くこの処女の

形姿 を まず 疏 γ04毎46の 最 終的形態である.Lesnotesd'H砕0δ 毎4θ か ら

抽 き出そ う.様 々な詩篇 断片notesか らなるこのtexteは 終 に 井かれ

なか ったある唯一 の シー ンを目指 してい るが その シーンはprefaceの 次 の

1'(Herodiade)isorercommefontfaitdestableauxsolitairesdans;

lefaitmemeterrible,mysterieuxetfairemiroitercequiproba-

blementhanta,enapparueavecsonattributlechefdusaint.tl'

こうぺ

か らSaintJeanの 切 られた頭の前 に処女 の裸身 を顕わ にす るHerodiadeと

推 察する ことができる.こ のシー一ンが実現す るものはnocesと い うtitreか ・

らも明 らかなよ うに 処女Herodiadeの 婚 礼で あるが そこに濃厚に漂 う血

の匂 いはその婚礼が また死で もあ ることを示 してい る.聖 者の死 だが また婚

礼 であるか らには処女性の死で もあ るこの シーンが成就す る時 彼 女を覆 うべ

一JVは 引き裂かれAphroditeの よ うに だが血の中か ら生 まれたHerodiade

の裸 身2}が 初 め て顕わにな る.そ れ は この婚礼 死 にその処女性を棒 げて

弊れ る骨一H6rodiadeの 裸身 である と同時 に そ こか ら誕 生す る真に不滅な純
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潔 に輝 く娘 一HerOdiodeの 裸身 で もある(3)お ぞ ましい までに血塗れの官能 の

裡に処女性の不 滅を輝 かせ るごの裸身 ば 我 々に とっては一つの啓示 となる.

そ れはlectureを 導 く照 明であると同時に,Mallarm6のtexte全 体 の不在 な

中心 となる もので もある.こ の裸身 の裡 に何が燦 き またそれが何故 この裸身

と して現われ るのかを知 ろ うとしなが ら 我 々のlectureは 再 び この裸身 に掃

ることにな るであろ う.

∬ 花の処 女

この裸身を我 々は生む者 と生 まれ る者の一致 と定 義 したい.そ れが処女 の裸

身 とい う形姿を とって現われ るとい うことは この一致が女性的な生殖力 に基

いている ことを推察 させ る.そ れに対 して男性的な ものは この裸身を出現 さ

せ るある出来事 婚礼 一死 の中に処女性の全一性の破壊 として潜在する死 ・

冥界 的な ものに求め られ る.出 来事 の裡 に隠され て 不可視 な姿 としてではあ

れ そ こに男性 的な ものが 南言わ ば この裸身を顕わにす るモメ ソ トとして介在

している ことは明 らかで あって そ うでなけれ ば裸身が生む者 と生 まれ る蓄と

の 一致 として現われ ることはなか ったであろ う,だ がモメ ン トとしての この男

性性 即ち死 ・冥界的な ものは この処女の形姿 か ら独立 しているのではな く

逆 にその中に吸収 され て 属性:attributと して持たれ てい る。H6roi実ade

に お い てそ うだ った よ うに も う一 つの或 いは最初 のHerodiadeに お いて も

それ を指摘 できる.明 らかに この女性的な生殖 力に対 してMさreと 呼 びかけ

てい るLesfleurs(4)の く災いに汚され ぬ未 だ若 々しい大地〉に花 開 く目も彩 な

花 々には はっき りと冥界 的なものが備 ってい るのであ る.

Desavalanchesd'orduviedazur;aujour

Premieretdelaneigeeternelledesastres

Jadistodetachaslesbrandscalicespour

Laterrejeuneencoreetviergededesastres,

Leglaieulfauve,avecIescybnesaucolfin,

Etcedivinlaurierdestimesexilees
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Vermeilcりmmelepurorteilduseraphin

trueroughlapudeurdesaurorasfoulees,

L,hyaci貧the,1e囁myrtearadorable6clair

Et,pareille囁 ・aユachairdelafemme,1arose・

Cruelle,HerodiadeenFleurdujardinClair,

Cellequ'unsangfaroucheetradieuxarrosei

Ettofislablancheursanglotantedeslys

Ωuiroulantsurdesmersdesoupirqu'ellseffleure

Atravers1'encensbleudeshorizonsphis

MontereveusementverslaLunequipleurei

Hosannahsurlecistreetdapslesencensoirs,

Notredame,(5)hosannahdujardinsdenoslimb°s!

Etfinisse1'eciloparlescelestessoirs,

Extasedesregards,scintillementdesnimbesi

OMerequicreasentonseinjusteetfort

Calicesbala轟gantlafuturehole,

DegrandesfleursaveclabalsamiqueMort

Pourlepoetelasqualavieetiole.

各々が美 と純潔の輝きの裡に死の力を秘めたこれらの花々の中で とりわけ

二種類の花に注目しなければならない.生 的0地 上的な昼の世界に花開 く赤い

薔薇 と 死的 ・冥界的な夜の世界に咲 く白百合である(G).だ がこの二つの花が

全 く別々なものであるとは考えられない.そ れは同一の土壌から生い立った一

本の植物である女性的な生殖力の双つの相なのである.そ して ここでは白百

合が重要な相であるにせ よ 主要なのは赤い薔薇 一H6rodiadeで あろう,<女

の肉にも似た 残酷な薔薇 明るい苑に花開 くエロディ.アー ド 檸猛な光輝 く

血に濡れる花〉 従 ひてこの薔薇は血に濡れて赤いのであり その生的 ・地上

的なものの中に明らかに死的 ・冥界的なものを殺獄の形で 含 ん で いる.こ の
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Herodiadeは 彼 女 を濡 らす!/11によ ってかえ って生気に溢れ 猛々 し く繁戊 す

る不 滅の花 なのである.そ の豊饒 さに は 苛烈な陽光が一瞬 目の前を眩 くす る

ように 死 と破壊 の力が充満 している.生 と死が互いに陰画 とな ってい るこの

薔薇 一H6rodiadeは 繰 り返 し死によって甦 っては花開 く植物の不滅を体 現 し

ている ど壕えよ う.

従 って ここで花 の処女 たるHerodiadeは あ る分裂を生 きてい る.彼 女の

llllに濡 れ て赤い薔薇 とい う形姿が示すのは 生の中に書Yま れた死 或いは

死の中に書きこまれ た生で ある.彼 女の裡に含 まれた モ メン トとしての死 ・

冥界 的なものが行 うこの書 きこみ はHerodiadeの 全 一性を分裂 させて 彼 女

を 薄わ ば境界線上の存在 として啓示す るのであ る.こ うして,こ の血に濡れた

赤い薔薇 は生 と死 の境界で ある冥府 に花開 き 更には 同 じ く/1的 ・地 上的な

昼 と死 的 ・冥界 的な夜の あ わ い の地平線上に ある日没の太陽 とも同一視 され

る.だ が ここで この同一視が循環形態を とってい ることに注意 しなければな
おおそら

るまい。 臼没のく老いた蒼竃の金のパ崩〉から解き放たれたHerodiadeの く女

の肉にも似た〉輝きは それを祝 ぐ讃歌と花開き 再び空に昇ってゆき くタ

ベの空の研 眼差しの胱惚 輪光の輝き〉となって日没の太陽の光の中に分散

する.こ のような循環はまたtexteの 構造自体にも見出され 最終節の</f:に

疲れ色蒼ざめた詩人の為に 芳 しく死の匂い立つ巨大な花々の 未来をこめた
ガ ラ ス う て な つ く

波璃壕を揺する花募を 正 しくも力強い胎の裡に創造 り給 うた おお母よ〉は
kiじ め おおそC.

第一 節の 《原初 の 日 老 いた蒼 宥 の金 の雪崩か ら 星辰 の永遠の__tか ら かつ
うて な はtd

て汝は 災いに汚されぬ未だ若々しい大地の為に 巨大な花募を解放った〉に

再び回帰して 花の死と再生が永遠に循環することを明らかにする.こ の循環

の中では 境界線上の存在である花一太陽が示す分裂は 死と再生の間の転回

点であり 言わばこの循環 として現われる創造が象徴的に始動する点である.

従 って境界線上の存在であるこの花が生い立つ やは り境界であるこの冥府の

苑が また生殖力の土壌たる母の胎でもあるとtexteが 語る時texteは

花開くHerodiadeと い う唯一の形姿の裡に 創造の象微的な始動を体現する

ものとして 生む者 と生まれ る者 との文字通 り根元的な一致を実現 しているの



鏡の申のPoesie145

で あ る.Herodiadeが 生 きてい る分裂は この一致が妊む分裂に他 な らない.

分 裂 を妊 んだ この一致が 彼女を 生 と死 の永遠の循環 とい う形で絶えず反復 さ

れ る創造 の 最 も根本的な部分 言わぼその象徴 的な始源へ と更新 し この劔

造を動か してい る力を彼 女の裡に発現 させ るのである.と ころで この よ うな永

遠に反復 され うる創造は 明 らかに 理念的に}鴨って真 に原初 的で あるcreatio

exnihiloと は 同一視 され えない.nihilの 概 念は この よ うな創造 の反復可能

性 を許容 しないか らである.従 って この創造 の原理 とな り それを動か して

いる力を 先程我々が推察 した ように ノ1殖力 である と断言す ることがで きる

が その時我々は婚礼 を別 の言 葉で言 いかえている ことにな る.今 まで我々が

見 てきたHerodiadeの 二 つ の形姿は こ うして同一の もの となる.H翫od三ade

の裸 身 を血 で濡 らす婚 礼一死は この裸身に おいて創造 の原理を啓示 す る供犠

なのであ る.

H6rodiadeの 裡 に生む者 と生 まれ る者 との一 致 とい う形 で開花 してい るもの

は 個の死 と再生であ り それ らを通 して顕在化 し また存続す る 佃を超え

たあ る全体 的な ものである.こ の全体 的な ものは創造 のカー生殖力 として現わ

れ る以 上 その理念 に よって しか言 うことがで きない非実体 的なものであ る.

従 って このカを代 表 し またそれに よって形造 られ ている この理念が何で ある

かが次に問題 とな るだろ う.こ こで ゐ6∫∫1θ礎3の 最終行 く生 に疲れ色蒼 ざめ

た詩人の為に》 は ある方 向付 けを 与えて くれ る.こ の一行か ら我 々は ここで

創造 とは詩 的創造以外 の ものではない ことを理 解す る。 この力 は詩 の 生 殖 カ

ー 一 冠が 自らを生み出すカ なのである .こ れ は我々の問題 の範囲を厳密に明確

化す るものであ る.詩 的創造は もはや噂 く主体 の レベ ルではな く,純 粋にf-1か

れ た もの 或いはむ しろ今書かれつつある ものの レベルで考7`ら れ ている.こ

の レベルにお いて詩的創造の力(の 理念)を 我々は問題 に しなければな らな

いのであ る.

彊1日 没の処女一1/i蹴erm6di滋 艶

Mallarmε の 処女は また 日没の太 陽の相の許に も顕 われ る,
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J'app・rtevivante(etpreserveedtraverslesansparlascience

souveraine)uneFemmed'autrefois.Quelquefolie,originelleet

naive,uneextased'or,jenesaisquoi!parellenommesachevelu-

re,seplieaveclagracedesetoffesautourd'unvisagequ'eclairela

nuditesanglantedeseslevres.Alaplaceduvetementvain,ellea

uncorpsetlesyeux,semblablesauxpierresrares,nevalentpas

ceregardquisortdesachairheureuse:deswinslevescommes'ils

etaientpleinsd'unlaiceternel,IapeinteversInciel,auxjamb°sli-

ssesquigarden宅leseldeIamerpremiere.(7)

Lephenomenefuturの こ の 日 没 の 処 女 はLesfleuYsの 花 の 処 女Herodi

adeと 同 一 の 現 わ れ で あ る よ う に 思 え る 。<永 遠 の 乳 が 脹 る か に 盛 り 上 っ た 乳

房 天 を 突 く 乳 首 か ら 始 源 の 海 の 塩 を 護 る 滑 ら か な 両 脚 ま で 〉 豊 饒 な 猛 々 し

い 生 気 に 満 ち 血 に 濡 れ た そ の 裡 身 に は 激 し い 生 殖 力 が 横 溢 し て い る.だ が

裸 身 の こ の 猛 々 し さ に も か か わ ら ず,こ の 散 文 詩 の 最 終 行<une6poquequi

SurvitlabQaute>〔8}は これ が 日没 の 太 陽 に 同 一 視 さ れ る 詩 の 美 の 死 の 光 景

で あ る こ と を 明 ら か に し て い る.矯 没 が 太 陽 の 血 塗 れ の 殺 害 で あ る よ うに 美

も ま た 真 紅 の 殺 獄 の 中 で そ の 最 後 の 光 蓬 を 投 げ て い る の で あ る 。 そ の 光 荘 一

日没 の 最 も 豊 か で 狂 的 な 胱 惚 の 裡 に 言 語 を 絶 し て 燃 え あ が っ て い る も の

は 太 陽 の 輪 光 に 他 な ら ぬ 髪 で あ る(<無 垢 で 素 朴 な 何 ら か の 狂 気 金 の

幌 惚 何 と 言 うべ き か は 知 ら ず 彼 女 に よ っ て そ の 髪 と名 付 け られ た も の が
おもざし

唇の血塗れの裸形が照らし出す貌の周囲に 布 の よ うな優美 さ を も って嚢な

す〉)。常に美の殺獄が凄惨な豪奢を極めれば極める程 より美 しく燃えあがる
いぎもの

それ 自体一つの生物の よ うな この髪に こそ 加s∫Zθ 礎3のH6rodiadeの 血 に

濡れ て赤い薔薇 との同一性は求め られ るで あろ う.明 らかにHerodiadeに 見

出 され た と同 じ分裂で あるQ没 の この供犠は ここで死 と同時 に生誕を与 えて

もいる.鶏 没 の紅 の苦悶 は 供犠 に艶れた者 の死 の苦悶 であると共に そ こか

ら生れ る者 の顕われ ようとす る苦悶 でもあるのだか ら.

この髪 は後年 のsonnety痂oγ 惣%sθ勉6π渉∫偏le3厩o∫4θbeauで は 文字通

りQ没 の死 の後 の唯一 の遺産 として 深夜炎 もあげず燃 え拡が り 花 に変容す



鏡 の中 のPoesie147

(°)
.同 じ よ うに だ が こ の 死 か ら 生 まれ る 者 を 求 め る な ら そ こ に 曙(le

jour)が あ る.後 にZ)ondupoemeと し て 完 成 す るlejourは 日没 の 死 の

後 の 暗 い 不 毛 な 夜 を 徹 し'た書 く こ と め 果 て に 詩 と し て 生 まれ る も の を 示 す.

Jet'apporte1'enfantdunenuitd'ldumee!

Pale,a1'ailesaignanteetnoire,deplumee,

ParleverreeurichideBrandsparfumsetd'or,

Parlescarreauxbattus,helas!mornesencor

L'aurores'acharnasurmaLampeangelique.lo>

昌頭のLe帥 動伽 動θル 勧7と の著しい類似に注意 しなければならない.

ここでもたらされ るのは再び処女 だがもはや死の苦悶の中にその生の光荘

を投げる日没の処女ではなく 夜を徹 した現われようとする苦悶によって血に

濡れ 未だこの苦闘の死の影を揺曳した曙の処女一 なのである.Lepheno-

menefutuvとLejourは 同一の供犠の夜を挾んだ双つの顕われである.こ れ

を 日没の死の苦悶の中に曙の生誕の苦悶を書きこむことと言いかえるなら 夜

はそれを書きこむインクの中にあるuv.

cejeuinsensed'ecrire,...,envertud'undoute

apparennteealanuitsublime一 ほ2)

lagoutted'encre

Ecrire

L'encrier,cristalcommeuneconscience,avecsagoutte,aufond,

detenebresrelativeacequequelquechosesoft(13)

こ ためらい

インクの闇の滴が凝ったかの暗黒は そこに何ものとも知れぬ躊躇 もしくは
とど

非 決定性(doute)と して止 まって いる何か の存在を証す.こ の何か こそ詩 的

創造の力なのであるが 詩人 の行 である書 くことの徹夜 は それを潜勢的 ・可

能 的なdouteか ら 力の十全な発現へ と移行 させるprocessesと して理解

され る.ecritureは 書 かれた もの としてだけでな く書 く行為 としても この力

が発現す る以前 とい う意味で始源である夜が隠 していた ものを明 るみに 出す供

犠 なのであ り この徹 夜が流す イ ンクは 日没一曙 の供犠の血の紅へ と その
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douteを 気 化 さ せ て 書 か れ 終 る 時 明 確 な 痕 跡 を 顕 わ に す る.こ の 痕 跡 こ そ

lectureが 詩 と し て 読 み と る も の 創 造 の 力 の 十 全 な 発 現 で あ る筈 の も の で あ

る.sonnetQuand∬ ノo励76窺 伽 αfσ461afataleloiは 書 く こ と の 徹 夜 の

果 て の こ の 気 化 の 紅 を 示 唆 し て い る.

Quand1'ombremenagadelafataleloi

TelvieuYReve,desiretmaldemesvertebras,

Affligedeperirsouslesplafondsfunebres

IIaployesonwileindubitableenmoi.

Lute,osaned'ebeneou,pourseduireunroi

SetordentBansleurmortdesguirlandescelebres,

Vousn'etesqu'unorgueilmentiparlestenebres

Auxyeuxdusolitaireeblouidesafoi.

Oui,jesaisqu'aulointaindecetteWait,laTerre

Jetted'ungrandeclat1'insolitemystere,

SousIessiecleshideuxquiI'obscurcissentmoms.

エノespaceasoiparedqu'ils'acroisseousenie

Rouledapscetennuidesfeuxoilspourtemoins

Ques'estd'unastreenfeteallumeleg6nie。{14)

こ の 紅 の 裡 に 燦 く 異 様 なMystereと は 一 体 何 な の か.LaM%s勾 粥etles

Lettresは そ れ に つ い て こ う 述 べ て い る.

onpossede,averjustesse,IesmoyensreciproquesduMystere‐

oublionslavieilledistinctions,entrelaMusiqueetlesLettres,

n'etantquelepartage,voulu,poursarencontreulterieure,ducas

premier.≪s)

laMusiqueetlesLettressontlafacealternativeidelargievers

1'obscur;scintillantelゑ,aveccertitude,d'unph(皇 熱omさ 篇e,leseul,

je1'applai1'ldee,{1C)
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Mallarmeのtexteで は 音 楽 と 文 芸 は 常 に 美 的 創 造 の 唯 二 つ し か な い 形

態 で あ る と …㌦え る が そ の 根 底 に は 唯 一 に し て 同 一 な あ る理 念 が 存 在 す る 。 そ

れ が_%.f-7楽と文 芸 を 丈 的 創 造 の 形 態 た ら し め て い る 以 上 こ の 理 念 は 我 々 が こ こ

で 創 造 の 力 と呼 ん で き た も の の 理 念 で あ る と 考}る こ と が で ぎ る.こ の 理 念 は

音 楽 と文 芸 と い う相 反 す る 手 段 に よ っ て 夜 の イ ン ク の 中 へ の 潜 勢 を と か れ

夜 の 果 て に 投 げ ら れ た 曙 光 の よ うに 輝 き 明 ら か に な る.従 っ て 窟 楽 と 文 芸

が 各 々 狙、L_1のや り方 で 行 う こ の 行 為 が こ こ でMystereと 呼 ば れ て い る も の

で あ る 。 同L"texteの 次 の 条 り

cettlecelebrationdelapoesie,dontnounaeonspane,sansI'invo-

querpresqueuneheureenlesattributsdeMusiqueetcleLettres;

apPelez一 茎aMysterz・unest-cepaslec・ntexteev・1utifde1'ld6e.{1?)

・は それが またPoesieの 執 行 とも呼ぼれ る ことを理解 させ る。z楽 に まれ詩

に まれPc6sieは それ 自体 が一 つの戯れ として成立 していなが ら その戯れに

よ って その戯れ の裡 に 理念を顕在化 させ啓示す る.従 って書 くこととは ま

ず1'oesieのYの 戯れ を吉 くことで あ り それがPoesieを 執 行す ることなの

である.こ の戯れ にお いてPaesieは それ 自らを 美的創造 の力 の理念 の

contexteevolutifと して展 開させ そ うす ることに よってそれ 自体が一 つの

Mystさreと して顕現す る.そ れ が夜の果 ての曙 光 として 或 いは まさにこの曙

光であ る処女 として顕われ るべ きものに他な らない.こ うしてPoesieは 詩 で

あ ると同時に詩 として%Lま れ る行為 創造の具体的運動 として理解 される.我

々が創辻の力 と呼ぶ ものの理念 この力に よって形造 られ また このカを代 表

している理念 は この運動 としてのPoesieな の であ る.

書 くことはPoesieの この進動のprocessusに 他 な らない.従 ってそ こで

は 詩人 はもはや創走の主体であ るどころか その全 くの傍 役 言わ ば介添役

にす ぎない(18}。創 造 の主体は詩人か ら力 としてのPoesieに 完全 に移譲され て

いるので ある.詩 人の徹 夜は この力が 自らの発現 を目指す暗 く長 い熟成 の期

間 とな る.こ の熟成は鉱物 とい う位相 の許 に現われ てい る。Le助 吻0鋭 碗8
うつしみ

,futurの 死 そのもの としての 日没 は 詩 の美 の現身であ る処女を 夜一地中深
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く没 しよ うとす る太陽の形姿の裡に示 した.だ か ら確 かに処女 は そ の豊饒な

裸身 には似 げない貴石 のよ うな瞳(<貴 石に似た瞳 は 至福 の肉か ら出で るこ

の眼差 しには値 しない〉)に よって 既に半ばは地中に埋 もれた鉱物 であるこ

とを明 らかに しているので ある.こ の地中への埋没は創造の力の夜の中での潜

在 と等価 な意味 を持つ.鉱 物 の処女は インクの滴に潜むdouteの 具体 的形

象 であ り 言わ ば地 申に懐胎 されたPetragenitrix(生 殖 の石)な のである.

Petrabenitrixは またmatrixmundi(世 界 子宮)即 ちあの母の胎 とも同一

視 されてい る(19).そ れ は未 だ人 知れず眠 る胎児で ある と同時に,十 分に活性化

していない不毛 の胎なのである.

EtlavioleesUa,mechante,quis'appuie

Aulieudefairejaillirenviergefuie

Lereve

Qu'unvenuechasteetcreux

Surunlitviergeetfroiddunehorreurmaternelle

Dansquelquenoirbaiser.(2。}

0卿6γ 伽γ6の この異文 は処 女の鉱物 の相がやが てHerodiadeに 受 け『つがれ・

る ことを教えている.今 まで我 々が その諸相を眺め てぎたFI没 の処女は 花 の
かお

処女Herodiadeと 鉱 物 の処 女Herodiadeの 双 つの貌 を持 った 文 字通 り日

没一夜の始 まりに立つ処女1'intermediaireな のであ る.

IVH6rodiadeの 死 と再生

Poesieの 執 行 創造 の力 をdoute-petsgenitrixか ら詩 の天へ と発現

させる行 為 としての書 くことはLesnocesd'Heyodittdeで セま二つ のや り方で

実 践的に試み られ ている。 一 つはpetragenitrixの 熟 成 のprocessusを

metaphoriqueに 提 示す ること これがtexteの 物 語の レベルを構成す る.

も う一つは インクに潜むdouteを ・書きこみに よって気化 させる こと これが

texteのecritureの レベルを構成する.こ のエつのや り方 或いはそれ が構

成す る二つの レベルは,熟 成一気化の果てにあの紅 として顕現す るHerodiade
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の 裸身 におい て合一す る.そ こに我々は 十全 な美 として現われたPoesieを

見 ることができるだろ う.

(a)H鋤o磁adeの 供 犠

Herodiadeの 裸 身 はHerodiadeと い う唯 一 の 語 の 裡 に 既 に 書 き こ ま れ て

い る も の で あ っ た と言 う こ とが で き る.rの 語 の 発 想 が 彫 γ04伽 髭 の 構想 を

決 定 し た だ ろ う こ と は 明 ら か で あ る.

Laplusbellepagedemonoeuvreseracellequinecontiendraque

cenomdivinHerodiade,Lepeud'inspirationqueJ'c`11eu,jeledois

言ce無om,etjecroisquesimonhEwoznes'etaitappleeSalome,

inventecemotsombre,etrougecommeunegrenadeouverte,

Hevodiade.(21)

R.G.SohnはHerodiadeと い う 語 の 中 にHerodiade-rouge-rose-Eros-

h6ros-h6risse-hero簸Herodiade-granade-diademe-diamantそ し てHero.

dude-car-aromaetcと い う 三 つ の 音 韻 的 グ>V一 プ を 読 み と っ て い る{22).今 引

用 した 書 簡 の 中 で も 既ithero(ine)-rouge-grenadeはHerodiadeの 中 に 読 み

こ まれ て い た.こ れ ら の 語 はHerodiadeをtexteの 中 に 分 裂 。散 乱 さ せ"鷺

そ の 相 互 の 音 と意 味 の 戯 れ に よ っ てHerodiadeを 再 構 成 す る.例 え ば 我 々 は

J.Kristevaに 従 っ てHerodiadeと い う名 がOuvertuyeの 乳 母 のincantation

の 中 でCohnの 読 み 取 っ た 最 後 の グ ル ー プer-roが 支 配 す るrobe-ivoire-

arome-pone-orases-arorne-orsfroids-rodant-roi-froide-ivoireと い う音

の 連 な り に よ っ てtexte内 に 呼 び 出 さ れ て い る の を 見 る こ と が で き る の で あ

る(°,3).こ こ で はOuvertureと い う予rの 。寺篇 を と りあ げ て こ の 戯 れ を 瞥 見

し て み よ う。

0卿 θγ勧 γ6{24)はくAbolie,etsonaileaffreusedapsles2armesDubassiゆ

と い う 冒 頭 に よ っ て 明 ら かtZledourの 死 の 影 を ひ き ず っ た 曙 の 紅 に 支 配 さ

れ て い る.こ の 紅:ro慧geは<Crimeibucher!auroreancienne!supplicel

Pourpred'unciel!Etangdelapourprecomplies!〉 に よ っ て 炎 一 太
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陽 一 血 の 相 互 的 な 反 映 へ と屈 折 ・分 裂 さ せ ら れ 未 尾 の<Sarougeurdecre-

puscle...rougelever...Larougeurdecetempsprophetique>に お い て

日没 の 中 に 書 き こ ま れ た 曙 と い う よ り む し ろ くLemomentd'evanouisse-

wentvesperaloumatinal》'25)のrougeそ れ 自体 を 示 しHerodiadeの 生

誕 一 裸 身 の 顕 現 を 予 言 的 に 実 現 す る.

0卿8γ 彦脚6全 体 を 統 御 す る こ のHerodiade-rougeは,そ の 内 部 で 更 に 細

分 さ れ 散 乱 し て い る.Cohnが あ げ て い るherisse(逆 立 つ 髪)は 語 と し
たてがみ

ては現われないが 後述す るよ うに鉱物の処女Herodiadeの 獅 子 の鐵 の よう

な髪で ある.そ れ は 更 に裸身が顕現する時 血 と太 陽の同一 視 を 介 して,

Le効 吻o耀 解 ∫蜘 γ の処女 の狂 的な胱惚 の響に燃 えあが る髪 に重なる.先 に

我 々はこの髪をsonn°tVictovieusementル ゼlesuicidebeauの 裡 に二も見 出

したが このsonnetの 前 身は0%%γ 伽 ・θ の異文に求め られ る。そ こでは

Ladameaunomtroppurombrageantsonvisage

ComoreuncasqueLegerd'imperatriceenfant

D'ou,pourfeindresajoueittomberaitdesroses.tzs>

と 明 ら か に 比 喩 的 に は 髪 で あ るHerociiade-herisseは 更 にroseを 派 生 さ せ

る.こ のroseを 既 に 我 々 はHeYOdiadeの 前 身 と も言 うべ きLesfleuYsの

Herodiade‐ 血 に 濡 れ た 赤 い1薔 薇 に 見 出 し て い る.diaclemeも ま た 語 と し て

で は な く そ の 形 か ら三 日月 を 意 味 す る こ と に よ っ て<Froideenfant_quand

lesoirmechantacoupelesgrenades!Lecroissant,ouileseulest

aucadrindeferDe1'horloge,pourpoidssuspendantLucifer,Tou-

foursblesse,toujoursunenouvelleheuree,Parleclepsydraalago-

utteobscurepleuree,Que,delaissee,elleerne,etsursonombrepas

Unangeaccompagnesonindiciblepas!〉 に 現 わ れ る.grenade-diade-

me-diamantrouge-heronを 含 む こ の 一 節 は 極 め て 複 雑 なmetaphoreと

imageの 網 目 に よ っ て 書 か れ て い る.Persephoneの 神 話 で も 明 ら か な よ うに

死 ・冥 界 を 象 徴 す るgrenadeは 死 の 時 で あ る 夕 べ に 摘 ま れ る.こ の タ ベ の 空

に か か る 三 田 月 は 時 計 の 三 日月 形 の 振 ・子 と な り 一 方 で 時 の 神 の 死 の 利 鎌 に 重
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な って 聖 者の斬首 を導 くが 他方 ではLucifer即 ち 暁の明星 に も重な って

曙の紅の空にのぞ まれるべぎ唯一 の星 のdiamantを 導 く.こ のdiamantは

一 方でSceneの 鉱 物の処女の裸身に も また聖者 の盲 目の瞳 に も重 なるが

それだけに まず とりわけptyxのsonnetの<leseptuordescintillation>

を 想 起 させ る.こ のsonnetの 最 終節は

Elle,defuntenueenlemiroir,encor

Que,dans1'oubliformeparlecadre,sefixe

Descintillationssitotleseptuor.X27)

と 明 らか に 後 述 す るHerodiadeの 婚 礼 と の 類 岡 を 示 し て い る の で あ る.従 っ

て 婚 礼 は ま さに こ の 星 の 裡 に 受 肉 さ れ た 裸 身 一 美 の 輝 き と し て 成 就 す る だ ろ う

(<quetoneconnaispas‐laisse-moialaplaceyverserregardsjo

ailleriesetoileetoileetchairmarieeetresplen(1issa1ユtdelavie

quis'eteintentesyeux‐ 〉)(28).orが 支 配 す るptyxのsonnetで は こ の 婚

礼 が 実 現 し鏡 の 中 にleseptuordescintillation(七 つ に 分 裂 した 金 の 燦 き)

が 固 定 し よ う とす る 時 そ こ に 顕 現 す る の は 書 く こ と の 徹 夜 に 輝 く唯 一 の 黄

金 た る 北 極 星 で あ る 。 だ が0卿6γ 如 紹 は こ の 夜 の 中 で 輝 く 未 だ 夢 想 の 中

に あ る 限 りはptyxのsonnetが 接 続 法 で しか 語 り え な か っ た も の を 曙 の 光

の 中 に も た ら そ う とす る 試 み で あ る 。 従 っ て こ こ で は ま ず 第 一 節 の<Ledia-

mantpurdequelqueetOile,maisAnteri°ure,quinescintillajamais>

に 未 だ 分 裂 を 知 らぬ 夜 の 星 と し て 現 わ れ るptyxのsonnetの 北 極 星(dia-

mant)はtexteが 行 う分 裂 ・散 乱 の 供 儀 を 経 て 終 に 最 終 行 の くLesclia-

wantselusDuneetoilemouranteetquinebrineplus》 で は 曙 の 紅 の

中 に そ の 燦 き を 分 裂 ・散 乱 さ せ な が ら 消 滅 一気 化 し よ う と す る 暁 の 明 星 に 転 移

さ れ る.星 のdiamantの こ の 死 は だ が 全 て が 紅:rougeの 中 で 顕 在 化 す る

こ と で も あ る.既 にsonnetQuandI'ombremenaceadelafataleloi壱 こ も 見

出 し た こ のrougeは 先 に 述 べ た よ うに 創'iL一の 始 動 と し て の,死 と 乙L誕 の
ぷル

挾 問 で あ り,そ こ をHerodiade(Elie)は イ ン ク(goutteebseure)と ペ ン



154鏡 の中のPoesie

SJレs)レ

(aile-plume-h醍oの に よって彷催 う(erne)或 い はむ しろそ こに連れ てゆ

かれ るのである.

さてcohnは またherosとErosの 語 源を共にHeraに 求 めてい る(291.

女 神 としてのH釘aに は その死すべ き者 には禁 じられた裸身を冒贋 したlxi-

onを 太 陽の車に礫刑 にする とい う神話が ある(εOl.こ の 神話に我 々は聖者 の斬

百 とい うH6rodiadeの 所 行 の遠い概 を聞き とるvと がで きる.Cantiquede

こうべ

SaintJeanで は 斬首 され た聖者 の頭 の飛跡は 夏至の 日の太陽の行跡 と重

ね合 されてい るのである.だ が む しろ我 々はhero(ine)と 語 源的に同一であ

るとされたErosに 関心 を持 つ。通例Aphroditeの 息 子 とQさ れ てい るEros

は更 に古い神話 オルベ ウス教徒の伝 える神話(31)では 始 源の夜 であるnuxe
バ ネ 　 ス

の妊んだ卵 か ら生 まれ た者 であった.彼 は また く顕す者 〉 とも呼ばれたが 彼

が頭 わ したのはその卵 の中に隠 され ていた世界<Qを 開け てい る:ouverture>

を 意 味す るC10Sと い う語の本未 の怠味が示す世界 である.従 ってErosは

宇 宙 を創造 の活性 的状態へ ともた らす展開のelementと しての愛の神なので

あ る.Erosの この神話を我 々はその ままHerodiadeの もの として読む ことが

プ ロ 　 ト ゴ ノ ス

できる.こ の文脈 に従 えばEras-heroine-Herodiadeは く最初 に生 まれた者〉

(そ れはEgosの も う一 つの名 である)と してのenfantで あ る.Herodiade

のlliユに濡れた裸身 として啓示 され,imperatriceenfantと も呼ばれた この子

供 の生誕 をこそOuvertuYeは そ してまたHεrodiadeと い う名は予言 してい

るのである.

こ うしてOuveYtureはHerodiadeと い う唯一 の語 のtexts内 へ の分裂 ・

ll妬い 再統合 として書かれHerodiadeの 裸 身 の裡 に顕現す るもの(そ れは

Ouvertureの 予 言が示す ものそれ 目体で ある)を 語の レベルで実現 している.

語 の この戯れ は それ 自体 で供犠 を夷行 していると言 うことがで きる.そ れは

H6rodiadeに まず語 の レベルで あの分裂を生 きさせているのである.こ の

供犠は更に0卿6γ 勧γ8の 予言が厚 き出 し 語に よって形 造 ったHerodiadeに

よ って 次 いでtexteの 物 語 の中で も生 きられ ることになろ う。
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(b)鉱 物の処女

SceneのHerodiadeは 鉱 物の処 女 として現われ る.彼 女 は嘘せか}る よ う

な花 の香 に そ の処女性に対する明 らかな脅威 を嗅 ぎ とり 鉱物 に化す ること

に よって処女性 の永遠で全一的な不滅を生 きようとす るのである.

LaiSSelaceSparfUmS!鍛eSaiS毛U

Quejeleshais,etveuxtoquejesente

Leurivressenoyermatetelanguissante?

1eveuxquemescheveuxquinesontpasdesfleurs

Arepandre1'oublideshumainesdouleurs,

Maisderor,ajamaisviergesdesaromates,

DansleurseclairscruelsetdansIeurspaleursmates

Observentlafroideursteriledumetal,

Vousavantrefletes,joyauxdumurnatal,

Armes,vasesdepuismasolitaireenfance.(32)

宝石や金属の不毛で貧血症的な そしてそれ故に不壊な純潔に結晶している

このH6rodiadeの 中で 花の処女が持っていた檸猛な生気を感じさせる唯一

のものは ここでも再び髪である.だ がそれも明らかに鉱物界に属していて

その拒否の姿勢に威丈高な攻撃性を与える役を果たしている。獅子の叢にも似

たこの髪はHerodiadeを 正視するには余りに恐 しい存在にしているので

ある.

Calmetoi,lesfrissonsdetosenilechair,

Viensetmachevelureirritantlesmanieres

Tropfarouchesquifontvotrepeurdescrinieres,

Aide-moi,puisqu'ainsitonosesplusmevoir,

Amepeignernanchalammentdansunmiroir.(33)

こ の 恐 怖 は 明 ら か に,鉱 物 的 な も の が 破 壊 と 殺 鐵 の 形 で 含 むr-a界 的 な も の に

ロヨ来 し て い る.髪 と 同 一 視 さ れ る 金 属 類joyaux,armes,vaseはLesno-

cesd'HeyodiadeのPYEIudeの 第 一 の 詩 篇Si,Genuflexion ,。.(84)を 参 照 す れ

こうべ

ば 聖者 の頭が乗せ られ るplatd'orと み な しうる.従 ってここで冥界的な も
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の は 鉱 物 の 処 女 を 死 す べ き者 が 決 し て 見 て は な ら な い 死 そ れ 自 体 に 呑 み こ

む だ け で 決 し て 生 ま な いmatrixmundiの 暗 い 側 面 に し て い る の で あ る.自

ら を 生 む 為 に桐 く の を 拒 む こ の 不 毛 さ に お い て 死 で あ る こ と が 彼 女 の 自 己 同

一一 性 を 保 っ て い る .彼 女 が 花 の 生 殖 力 に 嗅 ぎ と る の は こ の 自 己 同 一 性 が 否 定

さ れ る 脅 威 な の で あ る.そ こ か ら 婚 礼 一 出 産 に 対 す る 拒 否(<Avantque

j'entreBanslaruelleAdieuchambrecharmanteChambrecharanante,

adieu,nuptialed6ja>)〔351或L・ は 生 ま れ る ご と の 拒 否(〈Non!nuljour-‐de

labellefenetreEllen'apaScrime,cetteprincesse,mitre>)X36}が 生 ず

る.結 局 こ の 脅 威 と は 自 己 同 一 性 を 分 裂 一 再 生 に 向 っ て 開 く よ う強 い られ る

こ と な の で あ る 。 従 っ てHerodiadeが 拒 む の は い か な る 形 で あ れ 創'L-r_iの輪

の 中 に 自 ら を 参 入 さ せ る こ と で あ る.こ う し て 彼 女 は 乳 母 と の あ ら ゆ る 接 触 に

怖 毛 を ふ る う(<Cebaiser,cesparfumsoffertset,ledirai-jeaOmon

cceur,cettemainencoresacrilege,CarTuvoulais,jeCTfl2S,metou-

Cher,sontunjourQuinefinirapassansmalheursurlatour...O

jo∬qu'Herodiadeaveceffroiregarde!〉)〔37}・ そ れ は 授 乳 に よ っ て 以 上 に

Sceneの 冒 頭 の そ の 接 吻 に よ っ て 乳 母 が 彼 女 をtexteと い う分 裂 一 再 生 の

場 に 導 入 し て い る か ら な の で あ る.

鉱 物 と い う相 は こ の 脅 威 と 拒 否 の 相 乗 的 な 場 で あ る よ う に 思 え る.拒 否 は 脅

威 に 対 す る 最 もactiveでagressiveな 抵 抗 の 形 と し て 鉱 物 に 化 す るYと を

選 ぶ の だ が そ の 時 鉱 物 の 処 女 が 生 き る の は こ の 全 的 に 不 毛 な 死 の 目 己 同 一

性 を 守 る 為 に 処 女 性 を 自 ら に の み 棒 げ る と い う形 で 婚 礼 を 受 け 入 れ る こ と な

の で あ る.

Oui,c'estpourmoi,pourmoi,quejefleuri,deserte!(ss)

に始 まるHerodiadeの 長 い独 白はそれをFi_4if=tってい る・彼 女は 深淵 に終 りな

く埋 もれ た宝石 人知れず眠 る黄金 つ まりは 繭身 であるmatrixmundiの

裡 に妊 まれ たpetrage難itrixで あ る.だ がそれ は決 して生 まれ も生み もしな

い為の埋没 であ り 彼女の不毛な処女性は永 遠の地下 の凍結 の裡 にその犯 し難
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さ を保 とうとす るのであ る.だ が彼女が夢想する この不毛 な妊娠 の裡 に 既 に

分裂 は萌 してい る.

Jemecroisse貸1eenmamo簸oto且epa重rle

Ettout,autourdemoi,vitdans1'idoratrie

D'unmiroirquirefleteensoncalmedormant

HerodiadeauClairregarddediamant...

Ocharmedemier,oui!jelesens,jesuisseule.139)

ここで述べ られてい るのは 鏡 に映 った 自らの影 との婚礼 とい う 奇妙な

言わば負の婚礼 とで も言 うべき ものの夢想 である.だ が そこでは 彼女の 自己

同一性 彼女の孤 りであ ること(<jeSUISseine>)は 見 る者 と見 られ る者 と

い う二重性の上に成立 している.Syntaxe上 の故意 の配慮が 彼女の裸身を・

見 る眼 差 し(ぐeClairregarddediamant>)の 所 在を暖昧に してい る結 果

鏡 はあたか も彼女 の分身 のよ うに思 える・Herodiadeは 孤 りであ ることの裡

で この分裂を/(:き て いるので ある.従 ってこの独,_1=1の未尾 にある<jesuisseu-・

le>はr-E_1頭 の<c'estpourmoiquejefleuri>と 見 事に対応 している・

<pourmoi>と 自らを一度 び対象 として分離 した後に 再びそれ と結 びつ き'目.

己 を統合す ること ここにしか<jeSUiSseine>は 成立 しえないのである.

こ の<jeSUISseuie>に お いて 鉱物の処女Herodiadeも また明 らかに 生.

む 者 と生 まれ る者 との一致を体 現 している.だ か らまさに この婚礼 を選 んだ こ

とが,彼 女が 自らに下 した恐 しい神託 となる.そ れ は 彼女が この婚礼 の為 に.

自 らの裸身を映す鏡 として何 を持 つ ことになるか を 言外 に語 っているのであ

る.

(c)血 の 処女

Lesnocesd!HcrodiadeでSceneに 続 くScene痂 飽γ勉4漉 如 γ6は こ う終 ひ

て い る 。

M'enapporterIecheftranchedensunplatd'or.(ao>

聖 者 の斬首はHerodiadeとL・ う見 らるべきでないものが見 られ る為 の唯.
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一 の方法で ある .斬 首 とい う形で外在化 され た鉱物 の処女 の殺獄 的な力を引 き

うけ ることに よって 聖者 は死を もって 見 てはな らない ものを見 るとい う聖

別 を購 う.彼 はHerodiadeの 絶 対 の純潔 に輝 く裸身を見 る.

teterevolteequiavoulupenserplushaut‐

Ous'eteinte1'ideeinoui{41}

plusqueparleglaivevaindubourreau,jemeursenmonmartyre

solitaire/ideefulgurante《42)

Lesa20cesd'Herodiadeの これ らのnotesが それ を裏付け ている.だ が

斬 首は まず聖者 を それが見てい るものを決 して見 ない眼差 しに した のだ った

(glacedesyeuxquinevoientpascequ'ilsontevoquequ'ilsne

verrontjamais>)(43).従 っ て彼が見 るのは そ こに裸身が現われ る鏡 にな る

こ とに よってなのである・彼 はHerodiadeの 属 性:attributに な る.鉱 物 の

処 女に 内在 していた死 ・冥界的相は それ を引 き受 けた盲 目の瞳 の鏡 に投影 さ

.れてHerodiadeの 分 裂 を顕在化す る.こ の意味で聖者 はHerodiadeの 女 性

的 な生殖力 を発動 させ 閉 じた花弁 を開かせ るモメン トとしての男性性 である

,が その場合 でも彼 はHerodiadeの 対 等 な配偶者 で は な く む しろ その

.attribut(属 性 一付属物)な ので ある.こ うしてHerodiadeは そ の孤 独な婚礼

の 閾に停む(<Elles'arreteanseuilsolitairesnaces>)(44).彼 女 の婚礼 に

こうべ

とって 聖者 の頭 は不可欠 な ものである.そ れが なけれ ばこの シーンはHero-

fdiadeと い う語 の く割れた柘榴 の ように赤 くて暗い〉雰 囲気 に応わ しい もので

こうべ

は なか ったであろ う.聖 者 の頭 は 薔薇 を濡 らす血 のよ うに それ とも鉱物の

処女を映す鏡 の ようにHerodiadeの 内 的な分 裂を示す ものなので ある.

この婚礼 でHerodiadeは 裸 身である と同時にそれ を見 つめる眼差 しで もあ

る.自 己同一性の この分 裂を結局彼女 の婚礼 の実現 と言 う外はない.・s

,gamie或 い は 自己の二重な もの認識に他な らない この婚礼 において顕わ になる

裸身 は 見 る者 と見 られ る者 とい うこの分裂を生きる筈 であった.

tle1'unet1'autreseinlaissantglissertoutvoileque1'etoilequi
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scintille,chair‐cebijou-1'extinctiondetonregardneutrechavire

enu1}eidee-pouravoirvouluallertraphautenpurete.(457

この裸身 は 同 じnotesに よれ ば 日没一 曙の処女の よ うに,太 陽に同一

視 され る血 に染 まってい る(<ideesaigne-sangsursescuissespourpre

descuissesetleurroyante》)(-16).彼 女 を濡 らす この血の出 自もまた両 義的

で あるが 他方 この血が重ね合 されてい る太 陽 もまた 臼没 一轟署の両義性 の中に

あ る。Ouvertureのrougeは 更 にそれ らを炎 に も屈折 させ ていた.裸 身 を浸

す この紅は 結 局再び くHerodiadeと い う割れた柘 溜のよ うに赤 くて暗い語》

の持つton(色 一 音調)に 他 ならない.従 ってこの紅が 割れた柘榴 の よ うに

分裂 しなが らも一つである この裸身 を唯一 の裸身<Unevirginiteque

c'esttroppour1'hommederever>(47)と して立ちあが らせ る.も はや見 る

者 にも見 られ る者に も属 さず その統合である ような この唯一 の 最終 的な裸

身 の 噴 出す る血汐 のよ うに唐突で力 強い誕生の有様を.Finaleの 最 後の詩 の

冒頭 はこ う伝}て いる.

Jaillieavec1'eclairordonneparsongeste

Lafianceeadorableetfuneste

Danssagamedeboutnulledefirmame鍛t{48)

奔 り出るこの裸身 として 鉱 物の処女PetragenitrixはPoesieの 美 の十

分 な開花 を遂 げた と言 うべ きであろ う.そ こに我々はHerodiadeの 生 む者

と生 まれ る者 との完全な真の一致を見 出す こ と が で きる,母 に して娘 である

Herodiade或 い はAphrodite-Erosだ が 何 よりもPoesieと い う詩 を生 み出

す力 にして生み 出された詩で もあるもの それが この裸身 として顕現すべ き も

のなので ある.そ れはHerodiadeと い う唯一 の語 の裡 に夢想 され 既に垣間

見 られ ていた ものであ った.そ して書 くことPoesieの 執 行が その美を

夢 の外に分 娩 しHerodiadeの 裸 身 として顕現 させ るのである,従 ってこの意

味で書 くことはpetsgeni-trixの 熟 成の為の錬金術 的作業 だ と言 える.そ し

て確かに 磁 γ04裁髭 を序 曲 とす るceuvreは 文 字通 り化金石の製造 として

企図 されたのであ る(<monceuvre,quiestL'CEuvre,lebrand'(Euvre,
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commedisaientlesalchimistes,nosancetres.〉)(49).oeuvreの こ の 黄 金

は 美 字 的 な 黄 金 創 造 のMystereの 最 も 純 粋 な 美 と し て の 現 わ れ で あ る.そ

れ を 生 み 出 す 化 金 石 と し て のH〃04毎4θ はMystereとsous-titreさ れ て

い た.従 っ てHErodiadeは 創 造 の 奥 義(Mystere)をHerodiadeの 裸 身

と し て 啓 示 す る 秘 儀(Mystere)で あ る と 言 う こ と が で き る.

そ こ にMystereが 最 も 純 粋 な 美 と し て 顕 現 す る 筈 で あ っ た と い う こ と は

Hc>yodiadeがPoesieと し て 書 か れ た こ と と 相 侯 っ て こ こ でPoesieを 極

め て 特 殊 な も の に し て い る.

LaVenusdeMilo...ゐ α ノocondeduVinci,me§emblem,et30撹,lesdeux

gr.andessci鍛t董11ationsde玉aBeautξsurcetteterre--etcet(Euvre,

telqu'i夏estrevs,1atroisieme・ ・.工aBeaute,enfin,ayantparla

sciencede1'homme,retrouveeBans1'Universendersesphases

ooγ γ～Zごz渉勿 θs,ayanteulesuprememotd'elle,s'6tantrapple1'horreur

secr6tequilaforcaitasou癒edutempsduVIIIC1,etasourire

mysterieusementsouriantmysterieusementmaintenant,maisde

bonheuretaveclaquietudeeternelledelaVenusde.Miloretrouvee

ayantsu1'ideedumysteredQntLajocondenesavaitquela

sensationfatale.so

Hcrodiadeに つ いて書かれた この書簡ではHerodiadeと し てPoesieが

顕 現 させるべ き美Mystさreの 美 的発現 は 美についてのあ らゆ るtexte

の究 極 として想定 されてい る.Pcesieに お い てMystereは 利1話にお いて

も芸術 にお いても得 られなか った 些か も曇 りのない 自己認識に喪付け られ

た十全 なその発現を可能 にす るので あ り そ の時Pcesieの 秘儀 はMystere

を 神 秘な まま だが全 き理 解可能性 の裡 にそれ と示す ので ある.従 ってPoe-

sieの この よ うな想定は 美的創造の形式の歴史を言わば書 き直 している.神

話 芸術 そ してPoesieと い うMystereの 三 つの発現形式 はPaesieを

究 極 的到達 とす るこの歴史の諸段階 として再組識 され る.Poesieは そ の裡

に芸術 ばか りか神話 を も含 み,同 時に神話であ り芸術 であ り だが それ以上

の もの それ らのSyntheseと して,こ こに 自らを実現 しようとす るのであ
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る 。神話 ・芸術 ・Poεsieと い う美的創造の形式は 各 々 固有の戯れ に満 ち

た象徴的で暗示的なや り方 で 創造のMystereを 提 示 して 宇宙 を 独 自な

理解可能性 と意味性の裡に啓 示的に語る.だ が この固有 な語 り方 は 神話を実

在 しない ものに つ い て のcliscoursと い う意 味の許で また芸術 を虚構 とい

う意味の許で 真理に関 るもの としてのlogosや 事 実に関る もの としての

歴史 と対立 させ 更 にはその下位に従属 させた.従 って その啓示 の裡に 自ず

と明らかで ある美的創造 と創造の増蝸た る宇宙 との間のphasescorrelativ°s

に関 して 神話は無意識の裡に 芸術は感性の裡に閉 じこめ られて きた.だ が

Syntheseと してのPoesieは 美 的創造の形式の 自己認識であ り 宇宙 との

correlationsを 臼覚 してlogosや 歴 史 との対立 ・従属を超えた所に 自らを位

u.さ せ る.PoesiAは もはや1亡図的に臭理や事実性には拠 らない ことに よっ

て その戯れを創造の最 も美的で至高な形式に純化するのである.従 って ●i

益sieは そ れ 自体 が固有な そ して唯一の 創造です らあ るだろ う.そ れ以外

の全 ての創造 はPo垂sieの 卑 俗 な堕落 した形式 にす ぎない.だ か らこそおそ

ら くtexteは 当 初か ら創造をPoξsie(の 一 形態た る詩的創造)に 限定 して

いたのであ る.

Poξsieの この よ うな想定は舜li三明を要請す る.だ か ら それ が(窺Me就 中

研7・04狡 鹿 で実践 された ことであ る.従 ってLes320C2d'∬ 砂04毎46のr=Pで 完

成 された ものが0卿67伽 紹Cα 痂勾粥deS厩 撹Jea3aそ してSane即 ち 予

…'・類歌 ・潜在 であるとい うのは暗示 的で ある.そ れ はPoξsieを 鏡 の中にお

いた.<ジ ョコ ンダがその宿命的な感覚だけ しか知 らなか ったmystさreの 理 念

を知 って再び見 出された ミロの ヴィーナスの永遠の静談を湛えた>Hεrodiade
うつしみ

の裸身 の現身へ のdelivrance{51)(解 放一 分娩)を 〈一入の生涯では足 りな〉

か った この途方 もない試み は 別の眼差 し この鏡を眺め る眼差 しに委ねた

のである.
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